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特集　エコドライブ

競
争
社
会
か
ら
平
和
な
社
会
へ

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
単
にE

cological
や
Econom

ical

な
ド
ラ
イ
ブ
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
。
筆
者
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
交
通
事

故
減
少
や
交
通
流
の
円
滑
化
に
貢
献
す
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人

格
形
成
や
事
業
所
を
あ
げ
て
の
集
団
的
な
取
組

み
の
中
で
ド
ラ
イ
バ
ー
や
事
業
者
、
運
行
管
理

者
な
ど
の
関
係
者
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
進
む
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
は
一
石
六
鳥
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
運
転
挙
動
の
特
徴

と
し
て
は
、
緩
や
か
に
加
速
し
、
適
度
な
速
度

で
定
常
走
行
を
行
い
、
ゆ
っ
く
り
と
減
速
す
る

と
い
っ
た
、
い
わ
ば
〝
や
さ
し
さ
〞
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
〝
う
ま
い
運
転
〞

と
一
時
代
前
ま
で
（
現
在
も
多
く
が
そ
う
か
も

し
れ
な
い
が
…
）
も
て
は
や
さ
れ
た
価
値
と
は

対
極
に
位
置
す
る
価
値
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は

〝
上
手
な
運
転
〞
と
い
え
ば
、
こ
の
や
さ
し
い

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
転
だ
と
、
み
ん
な
が
思
う
よ

う
に
な
る
と
、
社
会
は
変
わ
る
。
ギ
ス
ギ
ス
し

た
競
争
社
会
か
ら
、
お
も
い
や
り
の
あ
る
平
和

な
社
会
へ
と
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
こ
ん
な
大
き

な
視
点
で
も
考
え
た
い
。

低
速
交
通
の
価
値
は
〝
文
化
〞

と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
か
ね
て
よ
り
「
低
速
交

通
か
ら
拡
が
る
ふ
れ
あ
い
文
化
」
を
提
唱
し
て

い
る
。
歩
く
速
度
か
ら
せ
い
ぜ
い
時
速
30
㎞
ま

で
の
交
通
手
段
の
充
実
の
必
要
性
を
、
ふ
れ
あ

い
文
化
の
醸
成
の
視
点
か
ら
訴
え
て
い
る
の

だ
。
こ
の
背
景
に
は
、
わ
が
国
の
交
通
政
策
が
、

戦
後
一
貫
し
て
、
高
速
交
通
重
視
の
も
と
、
高

速
道
路
、
新
幹
線
、
空
港
と
い
っ
た
高
速
交
通

機
関
整
備
の
た
め
に
多
額
の
公
的
資
金
を
投
入

し
た
結
果
、
東
京
一
極
集
中
は
よ
り
進
み
、
地

方
で
は
公
共
交
通
が
切
り
捨
て
ら
れ
、
人
々
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
全
国
一
日
交
通
圏
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
ゆ
と
り
の
な
い
も
の
と
な
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
気
付
い
て
み

れ
ば
、
路
面
電
車
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
も
消
え
、

自
転
車
は
相
変
わ
ら
ず
虐
げ
ら
れ
、
自
動
車
が

街
中
を
威
張
っ
て
走
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と

で
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
背
景
で
あ

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
未
来 

新
田
　
保
次 

〜 
低
速
交
通
文
化
の
視
点
か
ら 

〜 
あ
お
ぞ
ら
財
団
で
は
、（
社
）
大
阪
府
ト
ラ
ッ

ク
協
会
、（
株
）
矢
崎
総
業
と
協
働
し
て
、
平
成

１
７
年
度
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
民
生
部
門
等
地
球
温
暖
化

対
策
実
証
モ
デ
ル
事
業
「
中
小
運
送
事
業
者
へ
の

デ
ジ
タ
コ
の
組
織
的
導
入
に
よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

推
進
運
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
補

助
金
を
活
用
し
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
支
援
機
器

（
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
）
を
取
り
付
け
、
省
エ

ネ
と
地
球
温
暖
化
防
止
、
安
全
運
転
、
運
転
技
術

の
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
活
動
に
は
、
ト
ラ

ッ
ク
協
会
河
北
支
部
傘
下
の
運
輸
事
業
者
39
社
、

３
１
５
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
で
少
な
く
と
も
年
間
４
０
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

の
燃
料
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
事
業
の
評
価
・
推
進
に
あ
た
っ
て
は
大
阪

大
学
の
新
田
保
次
教
授
、
松
村
暢
彦
助
教
授
と

研
究
室
、（
財
）
生
活
環
境
問
題
研
究
所
の
協

力
の
下
、
事
業
参
加
者
、
関
連
自
治
体
な
ど
が

参
加
す
る
「
河
北
地
域
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
研

究
会
」
を
組
織
し
て
３
回
の
研
究
会
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
、
取
り
組
み
の
課
題
や
成
果
を

確
認
す
る
と
と
も
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
・

啓
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
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① プラサ 

田村  隆好 

プロフィール／環境経済学を専攻後、現在スペインで語学留学中。目下の研究対象は自転車。 

プラザマジョールでくつろぐ人々 

ス
ペ
イ

ン
に
は
町

の
中
心
に

プ
ラ
サ
（
広

場
）
が
あ

り
ま
す
。

そ
れ
は
マ

ド
リ
ッ
ド
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
と
い
っ
た
大
都
市
か
ら
人
口

が
数
百
人
の
小
さ
な
町
に
も
存
在
し
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
語
で
プ
ラ
サ
と
は
広
場
と
い
う

意
味
で
、
プ
ラ
サ
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
文
化
、

歴
史
と
大
き
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

中
世
、
ス
ペ
イ
ン
で
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い

た
宗
教
裁
判
の
処
刑
も
、
皆
さ
ん
が
ス
ペ

イ
ン
と
言
っ
て
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
闘
牛

も
、
プ
ラ
サ
に
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
も
一
部
の
地
方
で
は
プ
ラ
サ
に
て

闘
牛
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。 私

が
住
ん
で
い
る
サ
ラ
マ
ン
カ
と
い
う

町
は
ス
ペ
イ
ン
最
古
の
大
学
サ
ラ
マ
ン
カ

大
学
や
新
旧
カ
テ
ド
ラ
ル
を
抱
え
、
旧
市

街
は
世
界
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
サ
ラ
マ
ン
カ
の
中
で
な
ん
と
言
っ
て

も
有
名
な
の
が
ス
ペ
イ
ン
で
最
も
美
し
い

と
呼
ば
れ
て
い
るPlaza M

ayor

（
プ
ラ

サ
マ
ジ
ョ
ー
ル
）
で
す
。M

ayor

と
は
「
お

お
き
な
」
と
言
う
ス
ペ
イ
ン
語
で
、
つ
ま

り
大
き
な
広
場
と
言
う
意
味
で
す
。
プ
ラ

サ
マ
ジ
ョ
ー
ル
や
そ
こ
に
つ
な
が
る
道
に

は
車
が
進
入
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
広
場
周
辺
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し

む
人
や
タ
パ
ス
を
摘
む
人
、
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
む
人
等
、
常
に
た
く
さ
ん
の
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
プ
ラ
サ
マ
ジ
ョ
ー

ル
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
大
道
芸
人
の
シ
ョ

ー
等
、
常
に
何
ら
か
の
催
し
物
が
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
、
人
々
は
毎

日
プ
ラ
サ
に
繰
り
出
し
ま
す
。
私
が
こ
ち

ら
に
来
て
友
人
に
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
が
、

プ
ラ
サ
に
お
茶
な
ら
ぬ
日
光
浴
を
し
に
行

こ
う
と
い
う
言
葉
で
す
。
い
か
に
も
太
陽

好
き
の
情
熱
好
き
な
人
の
言
葉
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。 

（
た
む
ら
　
た
か
よ
し
） 

る
。で

は
、
低
速
交
通
に
ど
ん
な
価
値
を
見
出
す

の
か
？
　
利
便
性
に
と
っ
て
代
わ
る
価
値
を
訴

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
価
値
は

〝
文
化
〞
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ひ
と
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
速
度
と
人
間
の
絡
み
で
考
え

た
い
。
人
が
移
動
す
る
と
き
、
そ
の
速
度
に
よ

り
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
人
同
士
の
会
話
、

そ
し
て
思
惟
の
範
囲
や
深
さ
は
影
響
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
歩
く
速
度
で
の
ふ
れ
あ
い
は
豊
か
で

あ
る
。
花
を
愛
で
、
風
を
感
じ
、
音
を
聞
き
、

に
お
い
を
か
ぎ
、
思
索
に
ふ
け
る
。
こ
れ
が
で

き
る
限
界
が
自
転
車
の
速
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
車
の
速
度
は
ど
う
か
。
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
気
を
つ
け
な
が
ら
、
走
っ
て
い
る
。
自
然
を

感
じ
た
り
、
思
索
に
ふ
け
る
余
裕
は
な
い
。
直

線
距
離
は
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
外
界
へ
の

広
が
り
や
自
己
の
感
性
へ
の
深
さ
は
少
な
い
。

人
間
に
と
っ
て
は
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
な
の

だ
。
低
速
交
通
領
域
と
高
速
交
通
領
域
を
自
ら

の
生
活
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
工
夫
を
行
う

こ
と
が
必
要
だ
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
高
速
化
中
毒
患
者
に
陥
ら
な
い
た
め
に

是
非
と
も
実
践
し
て
ほ
し
い
有
力
な
ヘ
ル
ス
ケ

ア
で
あ
る
。

（
に
っ
た
　
や
す
つ
ぐ
・
大
阪
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
　
教
授
）
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１

研
究
の
目
的

２
０
０
４
年
度
、
３
事
業
所
10
台
を
対

象
と
し
た
竹
内
ら１

）

の
研
究
よ
っ
て
、
車
載

機
器
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
ド
ラ

イ
バ
ー
の
運
転
態
度
・
行
動
の
変
容
を
促

し
、
環
境
面
・
経
済
面
・
安
全
面
の
効
果

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
そ

こ
で
２
０
０
５
年
度
実
験
で
は
２
０
０
５

年
度
末
の
時
点
に
お
い
て
デ
ー
タ
の
取
得

で
き
た
13
事
業
所
64
台
を
対
象
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
様
な
形
態
の
事
業

所
に
お
い
て
効
果
の
検
証
を
お
こ
な
っ

た
。
そ
し
て
、
本
研
究
で
は
燃
費
改
善
効

果
に
つ
い
て
経
済
的
な
視
点
か
ら
分
析
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

２

燃
費
変
化
の
分
析
に
つ
い
て

本
研
究
で
は
事
業
所
に
車
載
機
器
を
導

入
し
た
と
き
の
効
果
を
検
証
す
る
。
車
載

機
器
導
入
前
の
燃
費
（
以
下
「
導
入
前
燃

費
」）
と
し
て
２
０
０
４
年
度
月
間
燃
費

を
、
車
載
機
器
導
入
後
の
燃
費
（
以
下

「
導
入
後
燃
費
」）
と
し
て
音
声
ナ
ビ
あ
り

期
間
２
週
間
の
燃
費
を
用
い
て
、
燃
費
の

比
較
を
行
っ
た
。

３

燃
費
改
善
効
果
の
実
証

全
車
両
64
台
の
導
入
前
燃
費
と
導
入
後

燃
費
の
関
係
を
図
１
に
示
す
。
13
社
64
台

と
多
様
な
運
行
形
態
の
車
両
が
存
在
す
る

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
車
両
に
お
い
て
燃

費
が
改
善
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
64
台

中
59
台
が
燃
費
上
昇
、
１
台
変
化
な
し
、

４
台
燃
費
低
下
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

た
。
ま
た
、
燃
費
改
善
率
で
み
た
と
き
平

均
で
10
・
７
％
の
燃
費
改
善
が
み
ら
れ

た
。ま

た
、
燃
費
改
善
効
果
を
燃
料
費
の
削

減
量
で
み
る
た
め
、
燃
料
費
の
年
間
削
減

量
を
推
計
し
た
。
導
入
前
後
の
燃
費
の
変

化
、
各
車
両
の
年
間
走
行
距
離
（
２
０
０

４
年
度
デ
ー
タ
）
を
用
い
て
、
燃
料
費
の

年
間
削
減
量
を
求
め
た
。
こ
の
際
、
軽
油

は
１
０
６
円
／
㍑
を
用
い
た
。
実
験
車
両

64
台
の
燃
料
費
の
年
間
削
減
は
平
均
で
19

万
３
千
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
車
両
８
台

に
車
載
機
器
を
導
入
し
た
Ｆ
社
に
お
い
て

合
計
２
０
９
万
円
の
燃
料
費
の
削
減
が
見

込
ま
れ
、
事
業
所
全
体
で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
の
経
済
的
効
果

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

４

燃
費
改
善
率
に
影
響
を
与
え

る
要
因
の
分
析

燃
費
改
善
率
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と

し
て
、
車
両
総
重
量
、
排
気
量
、
年
式
、

高
速
道
比
率
、
運
転
歴
を
考
え
た
。
比
較

的
相
関
の
高
か
っ
た
車
両
総
重
量
に
つ
い

て
、
燃
費
改
善
率
と
車
両
総
重
量
の
関
係

を
図
２
に
示
す
。
そ
し
て
、
デ
ー
タ
数
の

多
い
８
ｔ
車
両
と
25
ｔ
車
両
に
お
け
る
平

均
の
違
い
に
着
目
し
た
。
８
ｔ
車
両
と
25

ｔ
車
両
に
お
け
る
燃
費
改
善
率
の
平
均
、

標
準
偏
差
を
表
１
に
示
す
。
８
ｔ
車
両
で 図-1 全車両の導入前燃費と導入後燃費の関係

表-1 平均と標準偏差 中
小
運
送
事
業
所
を
対
象
と
し
た 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
支
援
車
載
機
器
に
よ
る 

貨
物
自
動
車
の
燃
費
改
善
効
果
の
分
析 

藤
岡
　
太
造 

8ｔ 

3 3  

1 2 . 2  

1 0 . 7

25ｔ 

2 0  

6 . 3  

6 . 7

データ数 

平均（％） 

標準偏差（％） 
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は
12
・
２
％
、
25
ｔ
車
両
で
は
10
・
７
％

と
な
り
、
燃
費
改
善
効
果
を
燃
費
改
善
率

で
み
た
と
き
８
ｔ
車
両
の
ほ
う
が
25
ｔ
車

両
よ
り
効
果
が
大
き
い
と
い
え
る
。
し
か

し
、
25
ｔ
車
両
は
単
位
走
行
距
離
あ
た
り

の
燃
料
消
費
量
が
大
き
く
走
行
距
離
が
長

い
場
合
が
多
い
た
め
、
25
ｔ
車
両
に
お
い

て
も
十
分
に
効
果
が
期
待
で
き
る
。

５

結
論

車
載
機
器
導
入
に
よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

支
援
に
よ
っ
て
燃
費
改
善
効
果
が
み
ら
れ

た
。
本
研
究
に
お
け
る
実
験
車
両
64
台
の

中
に
は
多
様
な
運
行
形
態
の
車
両
が
存
在

す
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
車
両

に
お
い
て
燃
費
が
改
善
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
効
果
の
大
き
さ
に
違
い
は
あ
る
も

の
の
事
業
所
の
形
態
や
車
両
の
特
性
に
か

か
わ
ら
ず
車
載
機
器
導
入
に
よ
っ
て
燃
費

改
善
効
果
が
期
待
で
き
る
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
燃
費
改
善
率
は
車
両
総
重
量
な
ど

と
い
っ
た
要
因
の
影
響
を
受
け
る
と
い
う

こ
と
も
わ
か
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
燃
費
改
善
効
果

の
持
続
性
の
確
認
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
普

及
さ
せ
て
い
く
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ふ
じ
お
か
・
た
い
ぞ
う
　
大
阪
大
学

工
学
部
）
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エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
（
環
境
負
荷
の
軽
減
に
配
慮

し
た
自
動
車
の
使
用
）
の
普
及
促
進
を
図
る
た

め
、
警
察
庁
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環
境
省
の
４
省
庁
が
６
月
９
日
、「
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
普
及
・
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
と

り
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
各
省
庁
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
取

り
組
ん
で
き
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
、
協
働
し
て

推
進
す
る
た
め
の
理
念
と
方
向
性
が
よ
う
や
く

ま
と
ま
り
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
プ
ラ
ン
の
実
施
項
目

一
覧
に
は
、
河
北
地
域
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
研

究
会
の
開
催
な
ど
あ
お
ぞ
ら
財
団
の
計
画
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
京
都
議
定
書
の
第

１
約
束
期
間
（
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
２
年
）

ま
で
に
、
国
民
の
意
識
が
向
上
し
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
が
十
分
普
及
・
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
０
８
年
度
の
３
年
間

を
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
重
点
的
な
普
及
・
推
進
機
関

と
し
て
、
政
府
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、

製
造
事
業
者
、
輸
送
事
業
者
お
よ
び
ド
ラ
イ
バ
ー

等
が
取
り
組
む
事
項
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

●
主
な
具
体
的
事
項

○
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
定
義
の
見
直
し
、
効
果
指

標
等
の
確
定

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
項
目
や
説
明
に
用
い
ら
れ
る

効
果
指
標
が
統
一
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
定
義
、
効
果
指
標
、
問
題
点
、
講
習
会
の

内
容
等
に
つ
い
て
効
果
的
か
つ
一
貫
し
た
内
容
を

確
定
す
る
。

○
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
・
啓
発
活
動

チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
と
連
携
を
図
り
、
国

民
運
動
と
し
て
取
り
組
む
と
共
に
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
推
進
月
間
（
11
月
）
の
設
定
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
及
び
運
転
者
教
育
等
、
関
係

者
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
様
々
な
普
及
・
啓
発

活
動
を
行
う
。

○
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
支
援
装
置
等
の
普
及
促
進

導
入
補
助
や
Ｅ
Ｍ
Ｓ
普
及
事
業
な
ど
を
通
じ

て
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
自
動
車
や
瞬
間
燃

費
計
な
ど
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
支
援
す
る
装
置
等
の

普
及
を
促
進
す
る
。

○
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
そ
の
効
果
が
現
れ
な
い
と

実
行
意
欲
が
薄
れ
て
し
ま
う
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
自
己
診
断
で
き
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
評
価
支
援
シ

ス
テ
ム
を
普
及
促
進
す
る
と
共
に
、
第
３
者
に
よ

る
評
価
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
実
施
者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
導
入
の
素
地
を
築
く
。

○
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
団
体
と
の
横
断

的
取
り
組
み

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
様
々
な
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
の
事
例
の
分
析
、
紹
介
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
水
平
展
開
を

図
る
と
共
に
、
国
や
関
係
団
体
と
地
方
公
共
団

体
の
連
携
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
に
取
組
を
推

進
す
る
。

○
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
・
推
進
に
必
要
な
調
査

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に
お
け
る
懸
念
事

項
や
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
等
海
外
で
実

施
さ
れ
て
い
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
施
策
に
つ
い

て
調
査
し
、
今
後
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
施
策
に

反
映
さ
せ
る
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
・
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定 
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次
の
よ
う
な
状
況
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

電
車
に
乗
り
遅
れ
そ
う
な
の
で
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
駆
け
上
が
ろ
う
と
足
を
踏
み
出

し
た
ら
、「
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
走
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
赤
の
他
人
か
ら
注
意
さ

れ
ま
し
た

こ
ん
な
と
き
、
読
者
の
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
ふ
つ
う
は
、「
電
車
に
間
に
あ

わ
へ
ん
か
っ
て
ん
も
ん
。し
ゃ
あ
な
い
や
な
い
か
」

と
気
分
を
害
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。で
も
、

そ
の
度
ご
と
に
常
に
う
る
さ
く
い
わ
れ
続
け
れ

ば
、
い
や
い
や
な
が
ら
も
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

走
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

気
持
ち
よ
く
や
っ
て
も
ら
う

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で

起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
タ

コ
グ
ラ
フ
の
車
載
器
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

挙
動
（
た
と
え
ば
速
度
）
を
常
に
記
録
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
デ
ー
タ
を
使
え
ば
ド
ラ
イ
バ
ー
が
急

発
進
を
し
た
か
ど
う
か
は
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
時
す
ぐ
に
「
急
発
進
で
す
」
と
い

う
音
声
を
出
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
る
こ

と
で
ア
ク
セ
ル
を
緩
め
て
も
ら
う
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
音
声
支
援
は
確
か
に
効
果
的
で
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
か
ら
燃
費
が
約
５
〜
20
％
く
ら
い
改
善

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の

と
き
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
よ
う

と
思
う
気
持
ち
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。昨

年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
音
声
支
援
に
よ
る

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
気
持
ち
よ
く
や
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
読
ん
で
音
声
支
援
を
受
け

た
ド
ラ
イ
バ
ー
と
、
読
ま
ず
に
音
声
支
援
を
受
け

た
ド
ラ
イ
バ
ー
で
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
よ
う
と

思
う
か
ど
う
か
の
度
合
い
が
ど
う
変
化
す
る
か
を

調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
驚
い
た
こ
と
に
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
読
ま
な
か
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
よ
う
と
思
う
気
持
ち
が
音
声

支
援
が
始
ま
る
前
よ
り
も
、
減
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
（
図
参
照
）。
つ
ま
り
、
そ
ん
な
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
音
声
支
援
が
う
る
さ
い
か
ら
嫌
々
な
が
ら

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
、
さ
せ
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

き
ち
ん
と
正
し
く
動
機
付
け

教
育
哲
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
は
、「
民

主
主
義
と
教
育
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を

い
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
ら
の
や
っ
て
い
る
こ
と
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
技
術
的
、
知
的
、
お
よ
び
社
会
的
な
諸
関

係
を
知
り
、
そ
の
よ
う
な
認
識
に
よ
っ
て
動
機
づ

け
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
の
仕
事
に
従
事
す
る

の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
機
械
的
な
型
に
は
ま
っ

た
作
業
に
な
っ
て
し
ま
う
」

き
ち
ん
と
正
し
く
動
機
付
け
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
た
だ
機
械
に
従
っ
て
運
転
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
に

な
る
だ
け
で
、
プ
ロ
意
識
を
枯
れ
さ
せ
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
に

よ
る
音
声
支
援
は
確
か
に
環
境
改
善
と
い
う
効
果

は
あ
る
も
の
の
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
き
ち
ん

と
動
機
付
け
な
け
れ
ば
、
環
境
と
い
う
名
目
の
元

に
、
職
に
対
す
る
誇
り
を
失
わ
せ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
こ
と
は
、
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

松
村
　
暢
彦 

エコドライブをしようと思う気持ち
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交
通
流
も
よ
く
な
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
行
う
と
き
い
つ
も
、「
自
分

一
人
だ
け
が
行
っ
て
も
効
果
あ
れ
へ
ん
や
ん
」
と

か
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
よ
り
も
流
れ
に
乗
っ
た
運
転

の
ほ
う
が
環
境
に
え
え
ん
と
ち
ゃ
う
」
と
か
の
声

を
聞
き
ま
す
。
そ
ん
な
声
に
答
え
る
べ
く
、
大
阪

大
学
新
田
研
に
て
道
路
交
通
流
で
の
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
実
施
効
果
を
把
握
す
る
た
め
の
交
通
流
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
地
区
に
し
た
の
は
、
大
気
汚
染
が
深
刻
な
尼
崎

市
内
の
国
道
43
号
（
東
本
交
差
点
か
ら
五
合
橋
交

差
点
）
で
す
。
国
道
を
通
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
て
い
る
割
合
が
、
10
％
か

ら
１
０
０
％
ま
で
の
シ
ナ
リ
オ
を
用
意
し
て
、
計

算
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
10
％
の
ト
ラ
ッ
ク

が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
燃
費

が
良
く
な
っ
た
割
合
は
、
わ
ず
か
数
％
だ
っ
た
の

が
、
半
分
の
ト
ラ
ッ
ク
が
行
え
ば
15
％
、
す
べ
て

の
ト
ラ
ッ
ク
が
行
え
ば
な
ん
と
36
％
ま
で
上
が
る

の
で
す
。
つ
ま
り
、
10
％
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
が
ん

ば
り
だ
け
で
は
、
周
り
の
交
通
流
に
飲
み
込
ま
れ

て
し
ま
い
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
続
け
る
に
は
相

当
ド
ラ
イ
バ
ー
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
仲
間
が
増
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
加
速
度
的
に
燃
費
が
よ
く
な
る

の
で
す
。
ま
た
、
面
白
い
こ
と
に
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
全
く
行
う
設
定
に
し
て
い
な
い
乗
用
車
も
、

50
％
の
ト
ラ
ッ
ク
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
行
え
ば
、

２
％
燃
費
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
動
き
が
、
道
路
の
交
通
流
を

あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。

決
め
手
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
意
気
と

運
転

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
中
で
の
試
算
結
果
で
す
し
、
対
象
が

法
定
速
度
を
守
っ
て
走
れ
ば
、
信
号
で
止
ま
ら
ず

に
ス
ム
ー
ズ
に
走
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
信
号
が

設
定
し
て
い
る
国
道
43
号
で
あ
る
の
で
、
す
べ
て

の
道
路
で
こ
う
な
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。し
か
し
、

ト
ラ
ッ
ク
が
ゆ
る
や
か
に
走
り
始
め
、
速
度
を
守

る
こ
と
で
交
通
流
全
体
に
よ
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
、
運
転
の
プ
ロ
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
心
意
気
と
運
転
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
せ
め
て
半
分
の
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
が
車
載
器
の
音
声
支
援
を
受
け
な
が

ら
き
ち
ん
と
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
よ
う
と
思
う
人
が
パ
ッ

シ
ン
グ
を
受
け
た

り
せ
ず
に
、
や
り

や
す
く
な
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
他
の
ド
ラ
イ

バ
ー
た
ち
に
自
然

と
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
さ
せ
る
よ
う
な

教
育
効
果
が
あ
ら

わ
れ
て
く
る
の
で

す
。（

ま
つ
む
ら
・

の
ぶ
ひ
こ
　
大
阪

大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
助
教
授
）
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■
ト
ラ
ッ
ク
は
悪
者
か
？

み
な
さ
ん
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
は
排
気
ガ
ス
を
出

す
、
運
転
が
乱
暴
な
ど
ま
る
で
悪
者
の
よ
う
な
印

象
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
我
々
は
、
ど
こ
で
も
何
で

も
買
え
る
と
い
う
便
利
さ
の
大
部
分
が
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
、
買
物
に

は
排
気
ガ
ス
を
出
す
車
で
行
く
く
せ
に
、
そ
の
道

の
り
で
は
ト
ラ
ッ
ク
を
邪
魔
者
扱
い
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
日
、
み
な
さ
ん
の
中
の
悪
者

が
ヒ
ー
ロ
ー
に
変
わ
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

■
運
送
事
業
者
の
想
い

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
事
業
を
進
め
る
中
で
実

は
、
ご
く
一
部
の
不
良
な
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
っ
て
優

良
な
９
割
９
分
の
印
象
が
悪
く
な
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
運
送
事
業
者
さ
ん
に

話
を
聞
く
と
、
彼
ら
は
公
道
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
、
排
気
ガ
ス
を
出

す
仕
事
で
あ
る
と
い
う
済
ま
な
い
気
持
ち
で
働
い

て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
交
通
流
を
乱
さ
な
い
よ
う

に
、
他
の
車
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
大
変

気
を
使
っ
て
い
ま
す
。
時
間
通
り
か
つ
安
全
な
配

送
と
い
う
難
し
い
要
求
に
応
え
て
い
ま
す
。
環
境

配
慮
も
怠
り
ま
せ
ん
。
後
ろ
か
ら
あ
お
ら
れ
る
な

ど
大
変
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

は
、
高
度
な
運
転
技
術
と
強
い
精
神
力
で
挑
み
ま

す
。
様
々
な
要
求
に
、
運
行
管
理
技
術
、
安
全
・

環
境
に
配
慮
し
た
運
転
技
術
な
ど
プ
ロ
の
ス
キ
ル

で
対
応
し
、社
会
・
経
済
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

■
応
援
ツ
ー
ル
の
開
発

こ
の
よ
う
な
状
況
を
知
っ
て
、
こ
の
事
業
で

「
と
に
か
く
彼
ら
を
応
援
し
よ
う
！
」
と
決
め
ま

し
た
。
ま
ず
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
と
あ
お
ら

れ
防
止
の
た
め
に
ト
ラ
ッ
ク
に
貼
る
ス
テ
ッ
カ
ー

を
運
送
事
業
者
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
会
社
全
体
の
士
気
を
高
め
る
た
め
、

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や
る
ぞ
！
」
と
宣
言
す
る
ポ
ス

タ
ー
、「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や
っ
て
ま
す
！
」
と
宣

„
応
援
の
心
“が
は
ぐ
く
む
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
社
会 

谷
田
　
成
司 
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◎
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り

つ
つ
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

●
２
０
０
３
年
、
１
社
３
台
で
ス
タ
ー
ト
し
た
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組
み
は
、
３
年
目
を
迎
え

た
昨
年
度
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
助
成
事
業
を
受
け
、
39

事
業
所
３
１
５
台
も
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

●
参
加
い
た
だ
い
た
事
業
所
だ
け
で
な
く
、
社
団

法
人
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
矢
崎
総
業
株
式

会
社
を
は
じ
め
、
行
政
機
関
や
交
通
・
環
境
に

関
す
る
関
係
機
関
、
他
地
域
な
ど
、
活
動
の
輪

が
拡
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

●
ま
た
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
連
絡
会
に
よ
る
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
・
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

が
策
定
さ
れ
、
国
レ
ベ
ル
で
も
普
及
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
数
年
前
と
比
べ
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
の

社
会
的
認
知
は
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
普
及
を
進
め
る
上
で
の
課
題
（
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
負
担
、
荷
主
の
理
解
、
中
小
企
業
へ
の

支
援
、
社
会
的
環
境
の
整
備
な
ど
）
が
明
ら
か

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

●
あ
お
ぞ
ら
財
団
で
は
、
こ
う
し
た
壁
を
越
え
て

い
く
た
め
に
、
地
域
で
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進

を
総
合
的
に
支
援
す
る
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
支
援

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
事
業
所
や
ド
ラ
イ
バ
ー

が
取
り
組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
・
サ
ポ
ー
ト
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
現
場
か

ら
の
声
を
も
と
に
し
た
調
査
・
提
言
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ま
た
、
将
来
的
に
は
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
地
域
の
様
々
な

交
通
に
関
す
る
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、

「
地
域
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
仕
組
み
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

●
今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
皆
さ
ん
の
お
知

恵
や
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
ふ
じ
え
　
い
た
る
・
財
団
研
究
員
）

あおぞら財団・平成18年度の取り組み 

◎平成18年度エコドライブ支援に関する具体的な 
　取り組みを紹介します。 

①河北地域エコドライブ研究会（活動交流会） 

②事業所・ドライバーをサポートする情報発信、講習会 

◎これまでの取り組みの成果をＨＰやニュースレター等を
通じて、情報発信していく。また、運行管理者向け研修
会の開催などを行う。 

③エコドライブ支援機器貸し出し制度 

◎事業所・ドライバーがエコドライブをはじめるきっかけ
づくりの一つとして、エコドライブ支援機器の貸し出し
制度を実施。 

◎エコドライブを実践している各事業者同士がノウハウに
ついての情報交換や課題を共有する場として、年２回程
度の開催を予定。行政や関係機関・荷主など様々な主体
からの参加を募り、エコドライブ推進に向けての課題（表
彰・認証制度、荷主へのＰＲ、社会的認知の向上、教育
プログラムツール開発など）についての検討を行う。 伝

す
る
の
ぼ
り
を
作
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
配
送

す
る
先
々
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
応
援
し
て
も
ら
お
う

と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
帽
子
に
付
け
る
バ
ッ
ジ
を
作

り
ま
し
た
。

最
も
力
を
入
れ
た
の
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
取
り
組

み
や
感
想
を
伝
え
る
壁
新
聞
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
写
真
を
載
せ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
作
り
ま
し

た
。■

応
援
す
る
こ
と
の
意
味

こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り

組
む
人
を
主
役
に
し
、
応
援
し
た
こ
と
で
す
。
一

人
ひ
と
り
の
顔
を
見
て
話
を
聞
き
、
そ
の
意
見
を

壁
新
聞
に
本
人
の
名
前
や
顔
写
真
と
と
も
に
掲
載

し
、
み
ん
な
で
想
い
を
共
有
し
ま
し
た
。

「
壁
新
聞
に
載
っ
た
社
員
は
照
れ
な
が
ら
も
誇

ら
し
げ
だ
」、「
○
○
君
は
載
せ
て
も
ら
っ
て
え
え

な
ぁ
」、「
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
う
ち
も
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
来
て
も
ら
お
う
」
な
ど
の
声
を
聞
く
に
つ

け
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
す
る
誇
り
が
芽
生
え
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
当
初
の
目
標
を
大
き
く
超
え
る
燃

料
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
を
応
援
す

る
こ
と
が
取
り
組
む
人
の
誇
り
と
な
っ
て
大
き
な

成
果
を
生
ん
だ
の
で
す
。

み
な
さ
ん
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
を

見
か
け
た
ら
「
が
ん
ば
り
や
！
」
と
応
援
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
ん
な
人
が
増
え
れ
ば
、
〝
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
が
当
た
り
前
の
社
会
〞
は
も
う
、
目
の

前
で
す
。

（
た
に
だ
　
せ
い
じ
・
生
活
環
境
問
題
研
究
所

研
究
員
）

こ
れ
か
ら
の
課
題 

藤
江
　
徹 

〜
あ
お
ぞ
ら
財
団
が
2
0
0
6
年
に
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と 



10
年
の
歴
史
「
西
淀
川
子

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
総
括

〜
川
嶋
直
さ
ん
を
お
招
き

し
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〜
４
月
21
日
（
金
）、
財
団
法

人
キ
ー
プ
協
会
社
会
環
境
教

育
事
業
部
部
長
の
川
嶋
直
さ
ん
を
お
招
き
し
、
西

淀
川
子
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
総
括
が
行
わ
れ
、
学

童
の
保
育
士
の
指
導
員
等
14
名
が
参
加
を
し
ま
し

た
。西

淀
川
子
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
１
９
９
６
年
に

発
足
し
、
春
に
は
タ
ン
ポ
ポ
調
査
、
夏
に
は
せ
み

の
抜
け
殻
調
査
な
ど
、
西
淀
川
の
自
然
観
察
を
定

期
的
に
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
活
動
10
年
目
を
迎
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＊新連載／このコーナーでは、財団の理事、評議員のみなさんの近況報告をかねた一言を紹介します。 

「
脱
ク
ル
マ
社
会
の
交
通
政
策
」
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
、

こ
れ
が
な
か
な
か
に
難
し
い
。
そ
う
感
じ

る
理
由
は
、
「
政
策
」
と
は
何
か
が
い
ま

ひ
と
つ
筆
者
に
分
か
っ
て
い
な
い
た
め
だ

ろ
う
。
「
問
題
」
に
対
し
て
是
正
を
図
る

の
が
「
政
策
」
と
す
る
な
ら
、
何
を
、
な

ぜ
「
問
題
」
と
と
ら
え
、
ど
う
な
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
か
が
示
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
複
雑
な
現
代
社

会
に
あ
っ
て
「
望
ま
し
さ
」
は

簡
単
に
は
手
に
入
ら
な
い
。
あ

ち
ら
立
て
れ
ば
こ
ち
ら
が
立
た

ず
と
い
っ
た
状
況
が
常
に
あ
り
、

皮
肉
ま
じ
り
に
「
あ
る
者
の
負

担
で
他
者
に
受
益
を
も
た
ら
す

の
が
政
策
」
と
言
わ
れ
る
と
、

確
か
に
そ
の
側
面
を
否
定
で
き

な
い
。
し
か
し
、
政
策
が
多
数

決
で
無
理
矢
理
少
数
派
に
負
担

を
押
し
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
そ
こ
に
は
「
道
理
」

が
必
要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
「
総

論
賛
成
、
各
論
反
対
」
が
世
の

常
と
し
て
も
、
反
対
に
回
る
少

数
派
で
さ
え
惹
き
つ
け
ら
れ
る

総
論
の
「
魅
力
」
も
、
政
策
に

は
求
め
ら
れ
よ
う
。
「
道
理
」

と
「
魅
力
」
を
兼
ね
備
え
た
政

策
を
こ
れ
ま
で
の
学
問
の
延
長
線
上
で
求

め
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
浅
学
の
身
に
は

難
し
い
。 

「
脱
ク
ル
マ
社
会
の
交
通
政
策
」
を
と

も
か
く
も
都
市
に
お
い
て
構
想
し
た
い
と

い
う
の
が
筆
者
の
思
惑
だ
が
、
実
は
こ
の

「
都
市
」
も
、
は
た
し
て
何
な
の
か
と
考

え
あ
ぐ
ね
て
し
ま
う
存
在
だ
。
人
や
モ
ノ

だ
け
で
な
く
、
活
動
や
機
能
等
の
多
様
な

集
積
を
本
質
と
す
る
都
市
は
、
誰
も
が
排

除
さ
れ
ず
に
異
質
な
も
の
同
士
が
ふ
れ
あ

い
刺
激
し
あ
っ
て
創
造
性
を
発
揮
し
う
る

公
共
的
空
間
の
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
そ

の
都
市
を
わ
れ
わ
れ
は
、
他
者
と
ふ
れ
あ

わ
ず
孤
立
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
せ
っ

せ
と
作
り
替
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
マ

ン
シ
ョ
ン
住
民
は
隣
人
を
知
ら

ず
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で

の
買
い
物
に
言
葉
は
い
ら
な
く

な
っ
た
。
ま
た
、
自
動
車
は
個

人
的
に
獲
得
可
能
な
高
速
交
通

手
段
だ
が
、
「
走
る
個
室
」
で

も
あ
る
。
そ
の
「
移
動
可
能
な

私
的
空
間
」
の
進
入
を
最
大
限

に
許
そ
う
と
し
て
き
た
結
果
、

開
放
性
と
複
数
性
で
特
徴
づ
け

ら
れ
て
き
た
公
共
的
都
市
空
間

は
、
道
路
と
駐
車
場
で
意
味
づ

け
ら
れ
た
閉
鎖
的
分
断
空
間
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
当
の
と

こ
ろ
人
び
と
は
、
都
市
に
何
を

望
み
、
そ
こ
で
ど
う
暮
ら
し
た

い
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

こ
う
見
て
く
る
と
「
脱
ク
ル

マ
社
会
の
交
通
政
策
」
は
、
問

題
に
対
す
る
政
策
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
社
会

を
わ
れ
わ
れ
は
築
く
べ
き
か
と
い
う
指
針

の
意
味
で
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す

れ
ば
ま
す
ま
す
我
が
身
に
は
過
ぎ
る
課
題

だ
が
、
で
き
る
範
囲
で
許
し
て
も
ら
う
し

か
な
い
と
考
え
る
昨
今
で
も
あ
る
。 

（
に
し
む
ら
・
ひ
ろ
し
　
大
阪
市
立
大
学

経
営
学
研
究
科
教
授
、
財
団
評
議
員
） 

西村　弘 

脱クルマ社会の交通政策とは？ 

え
ま
し
た
。

川
嶋
先
生
の
講
義
の
後
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

自
己
紹
介
と
エ
コ
ク
ラ
ブ
と
の
か
か
わ
り
や
思
う

こ
と
等
を
話
し
、
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
歴
史
と
課
題
を

皆
で
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
ど
う
し
て
い
く

か
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

第
Ⅳ
期
　
道
路
環
境
市
民
塾
ス
タ
ー
ト

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
道
路
環
境
市
民
塾
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
道
路
環
境
市
民
塾
は
、
道

路
･
交
通
環
境
に
関
す
る
政
策
づ
く
り
や
、
各
地

域
で
の
人
材
育
成
の
た
め
の
参
加
型
の
講
座
で

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
用
い
て
、
気
づ
き
や
参

加
者
同
士
の
意
見
交
換
を
重
視
し
た
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

桜
の
美
し
い
４
月
８
日
土
曜
日
、
番
外
編
･
春

の
大
阪
自
転
車
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
13
名
の

自
転
車
部
隊
が
大
阪
市
内
の
自
転
車
専
用
道
や
水

辺
環
境
の
ス
ポ
ッ
ト
、史
跡
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

走
行
距
離
は
34
キ
ロ
。
自
転
車
だ
か
ら
こ
そ
気
が

つ
く
風
景
の
発
見
や
参
加
者
同
士
の
会
話
や
説
明

の
中
で
新
た
に
知
っ
た
大
阪
の
魅
力
な
ど
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
収
穫
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
財
団
に
戻
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

翌
月
、
５
月
21
日
は
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
日
本
担

当
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
望
月
真
一

氏
を
講
師
に
招
き
第
１
回
講
座
「
カ
ー
フ
リ
ー
デ

ー
か
ら
道
と
交
通
を
考
え
る
」を
開
催
し
ま
し
た
。

（
写
真
上
）
前
半
は
望
月
氏
か
ら
「
カ
ー
フ
リ
ー

デ
ー
」
の
海
外
や
日
本
の
事
例
紹
介
な
ど
が
行
わ

れ
、
後
半
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
参
加
者

同
士
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
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【編集後記】

子どもたちが犠牲になる想像できないような悲しくておぞまし
い出来事が頻発しています。地域でPTA活動に参加するようにな
って5年、この春は子どもたちと一緒に新しく開校する小学校の校
歌をつくりました。それをよみうりテレビが密着取材しました。
昨今、子どもたちの映像といえばモザイクが多いなか、初めから
終わりまで明るい笑顔があふれる番組がとてもさわやかでした。

（T）

●
左
記
の
方
々
か
ら
寄
付
・
寄
贈
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
２
０
０
６
年
４
月
・

５
月
）
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

●
図
書
・
資
料
寄
贈
者
（
敬
称
略
）

植
田
和
弘
／
宇
都
宮
千
穂
／
小
田
康

徳
／
兒
山
真
也
／
芝
村
篤
樹
／
林
宏
／

林
福
子
／
早
川
光
俊
／
松
井
克
行
／
村

松
昭
夫
／
森
五
宏
／
八
木
一
夫
／
山
田

喜
美
子
／
神
戸
大
学
文
学
部
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
／
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ

リ
テ
ィ
財
団
／
西
淀
川
公
害
患
者
と
家

族
の
会
／
（
財
）
日
本
野
鳥
の
会
／
立

命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

お
礼

事務局日誌 
4月 

5月 

第４回西淀川地域再生研究会 
広報会議 
（財）淀川勤労者厚生協会新人研修受け入れ 
拡大事務局会議 
第Ⅳ期　道路環境市民塾　番外編　春のお花見大阪サイクルツアー 
尼崎道路連絡会（参加） 
事務局会議 
資料館定例会議 
子どもの参画勉強会 
ソラダス西淀川実行委員会 
交通まちづくり学研究会（参加） 
事務局会議 
第Ⅳ期　道路環境市民塾運営会議 
（財）大学コンソーシアム京都インターンシッププログラム説明会（参加） 
大野川緑陰道路の教材づくり研究会 
西淀川子どもエコクラブふり返りワークショップ 
にしよどサロン見学受入れ 
西須磨視察 
花粉症インタビュー調査 
事務局会議 
池永邸訪問 
西淀川公害に関わる学習プログラム作成研究会 
池永邸訪問 
淀川のしじみを取りに行こう！ 
タンポポ調査 

拡大事務局会議 
ソラダス2006　5月全府いっせいNO2測定カプセル作成（参加） 
第５回西淀川地域再生研究会 
事務局会議 
三島高校フードマイレージ授業 
資料館定例会議 
ソラダス西淀川実行委員会 
広報会議 
てづくりせっけん教室 
淀川勤労者厚生協会ソラダス勉強会（ゲスト：鎗山） 
山手幹線道路整備に関する視察・打ち合わせ（芦屋市翠ヶ丘地区） 
第Ⅳ期道路環境市民塾運営会議 
事務局会議 
三島高校フードマイレージ授業 
ソラダス2006　5月全府いっせいNO2測定（～19日、参加） 
矢倉海岸定例探鳥会 
四日市環境再生まちづくりプラン検討第7回政策調査研究会・まちづくり市民講座　参加 
神戸大学COEセミナー（参加） 
道路環境市民塾､　第一回　カーフリーデーから道と交通を考える 
監査 
事務局会議 
水俣病関西訴訟関係者来館 
フードマイレージ教材化研究会 
タイNGO関係者来館 
大阪公害患者の会連合会大阪市交渉（参加） 
西淀川道路環境対策検討会 
アジアデザイン交流事業来館 
地球環境基金説明会（参加） 
北条地区イベント「この指とまれ」 
事務局会議 
財政検討会 
第31回全国公害被害者総行動デー結団式（参加） 

3日（月） 
4日（火） 

 
 

8日（土） 
10日（月） 
11日（火） 

 
12日（水） 
14日（金） 

 
18日（火） 

 
19日（水） 

 
21日（金） 
22日（土） 

 
24日（月） 
25日（火） 
27日（木） 
28日（金） 

 
29日（土） 

2日（火） 
7日（日） 
8日（月） 
9日（火） 

 
 

10日（水） 
 

11日（木） 
 

14日（日） 
15日（月） 
16日（火） 

 
18日（木） 
20日（土） 

 
 

21日（日） 
22日（月） 
23日（火） 

 
 

25日（木） 
 
 

26日（金） 
 

27日（土） 
30日（火） 

 
31日（水） 

お
知
ら
せ

矢
倉
海
岸
定
例
探
鳥
会
（
日
本
野
鳥
の

会
大
阪
支
部
戸
の
共
催
、
毎
週
第
３
土
曜

日
開
催
）

日
時
　
７
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

〜
12
時
30
分
ご
ろ
（
現
地
解
散
）

＊
こ
の
日
は
恒
例
の
清
掃
日
で
す
。軍
手
、

ゴ
ミ
袋
等
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
８

月
の
探
鳥
会
は
お
休
み
で
す
。
次
会
は

９
月
16
日
（
土
）
で
す
。

集
合
　
阪
神
電
車
西
大
阪
線
「
福
」
駅
改

札
口
　
午
前
９
時
30
分
集
合

場
所
　
矢
倉
緑
地
公
園

第
Ⅳ
期
　
道
路
環
境
市
民
塾

ク
ル
マ
社
会
を
考
え
る
Ⅳ
〜
素
朴
に
知

り
た
い
〝
み
ち
〞
の
こ
と
〜

日
時
　
７
月
23
日
（
日
）

テ
ー
マ
　
教
え
て
！
道
路
特
定
財
源

講
師
　
兒
山
真
也
氏
（
兵
庫
県
立
大
学
経

済
学
部
助
教
授
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
　
松
村
暢
彦
氏
（
大
阪

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
助
教

授
）

会
場
　
大
阪
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ

（
大
阪
市
福
島
区
吉
野
４
丁
目
29

―
20
）

第
30
回
西
淀
川
地
域
研
究
会

日
時
　
２
０
０
６
年
８
月
31
日
（
月
）
午

後
６
時
〜
８
時

テ
ー
マ
　
「
ア
ス
ベ
ス
ト
と
健
康
調
査
の

歴
史
〜
提
訴
を
機
に
」

報
告
者
　
村
松
昭
夫
氏
（
大
阪
じ
ん
肺
ア

ス
ベ
ス
ト
弁
護
団
副
団
長
）

主
宰
　
小
田
康
徳
氏

会
場
　
あ
お
ぞ
ら
ビ
ル
５
階

http://groups.yahoo.co.jp/ 
group/aozora-mail/

から登録できます。 

リベラへのご意見 ・ ご要望または

投稿をお待ちしています。また、メー

ル通信「あおぞらEXPRESS」を開

設しています。ぜひご利用下さい。 

配信を希望される方は 
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エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組
ま
れ
た
き
っ
か
け
は
？

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
送
も
、
い
ま
や
品
質
を

問
わ
れ
る
時
代
で
す
。
運
送
業
の
「
品
質
」
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
担
っ
て
お
り
、
な
に
か
い
い
方

法
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
き
、（
支
援
機

器
を
使
っ
た
）エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
知
り
ま
し
た
。

燃
費
が
向
上
し
、
環
境
に
も
安
全
に
も
い
い
、

人
間
形
成
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
大
阪
大
学
の

新
田
先
生
の
「
一
石
四
鳥
」
の
話
を
聞
い
て
、

考
え
て
い
る
こ
と
が
一
緒
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
人
、
も
の
、
郵
便
の
輸
送
は
一
緒

の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
貨
物
輸
送

は
ト
ラ
ッ
ク
、
人
は
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
郵
便

は
い
ま
も
国
が
や
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
は

「
雲
助
」
と
い
わ
れ
た
昔
と
変
わ
ら
ぬ
遅
れ
た

体
質
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
変
え
、「
品
質
」

を
高
め
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
…
。
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
に
目
を
向
け
た
第
１
の
理
由
で
す
。

２
つ
目
は
、
公
共
の
道
を
使
っ
て
利
益
を
上

げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
業
界
、
わ
け
て
も

ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
に
す
す
ん

で
取
り
組
む
べ
き
な
の
で
す
が
、
現
状
は
テ
ン

ポ
が
と
て
も
遅
い
、
と
い
う
こ
と
。
３
つ
目
は

事
故
を
減
ら
し
た
い
、
と
い
う
点
で
し
た
。

「
人
財
」
が
モ
ッ
ト
ー
だ
そ
う
で
す
が
…

「
人
材
は
人
財
、
人
に
厚
い
」
を
経
営
方
針

に
掲
げ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
社
員
の
家
族
の

不
幸
に
は
極
力
顔
を
出
し
ま
す
。病
気
や
ケ
ガ
、

事
故
の
報
告
も
速
や
か
に
ト
ッ
プ
ま
で
あ
げ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
不
幸
に
し
て
事
故
が
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
二
度
と
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
を

考
え
る
場
に
す
る
よ
う
い
っ
て
き
ま
し
た
。
親

和
会
と
い
う
親
睦
組
織
を
つ
く
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
社
員
が
誕
生
日
を
迎
え
る
月
に
は

ギ
フ
ト
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
事
業
で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
支
援
機

器
を
着
け
た
車
に
乗
っ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は

18
人
。
安
全
運
転
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
90
点
以
上
で
Ａ
ラ
ン
ク
で
す
。
会
社

と
し
て
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ト

ラ
ッ
ク
協
会
支
部
と
し
て
も
こ
こ
数
年
で
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

支
援
機
器
へ
の
助
成
手
厚
く

省
エ
ネ
法
の
改
正
も
あ
っ
て
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削

減
は
業
界
と
し
て
待
っ
た
な
し
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
く
手
を
打
っ
て
ト
ラ

ッ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
り
た
い
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
が
広
が
れ
ば
空
気
も
き
れ
い
に
な

り
ま
す
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
真
剣
に
取
り
組

め
ば
必
ず
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
切
り
札
に
な
り
ま

す
。
現
に
い
ま
も
３
１
５
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
毎

日
、
Ｃ
Ｏ
２

を
減
ら
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

成
果
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

取
り
組
み
を
、
国
を
は
じ
め
行
政
が
も
っ
と
し

っ
か
り
応
援
す
べ
き
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｘ

Ｐ
Ｍ
法
対

象
地
域
の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
、
支
援
機
器
を
取
り

付
け
る
と
き
の
助
成
金
を
手
厚
く
す
る
こ
と
ぐ

ら
い
、
す
ぐ
に
で
も
で
き
そ
う
で
す
が
…
。（

談
）

1937年生まれ、大阪府トラック協会河北支部長、
株式会社シンワ・アクティブ代表取締役社長、平
成17年度NEDO民生部門等地球温暖化対策実証
モデル事業に矢崎総業（株）、あおぞら財団とと
もに取り組む。

吉本
よ し も と

英雄
え い ゆ う


